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石川県七尾美術館だより



　
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
、
４
０
０
点
に
満
た
な
い
所

蔵
品
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
館
。
そ
の
後
の
作
品
収
集
事
業

に
よ
り
、
現
在
そ
の
数
は
８
０
０
点
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
所
蔵
品
は
、
主
に
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

「
能
登
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
」
に
大
別
さ
れ
、
ジ
ャ

ン
ル
は
絵
画
・
工
芸
・
彫
刻
・
書
・
写
真
な
ど
、
時
代

も
中
世
か
ら
現
代
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
寄
附
者
や
寄
託
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

改
め
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
館
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
多
く
の
人
に
ご

鑑
賞
い
た
だ
く
た
め
、
年
に
数
回
テ
ー
マ
を
変
え
な
が

ら
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。
本
展
も
そ
の
一
環
で
、
今

回
は
「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

様
々
な
漆
の
表
情
」
「
賑
わ
い
の

江
戸
絵
画
」
の
２
テ
ー
マ
で
計
55
点
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

様
々
な
漆
の
表
情
」
（
第
１
展
示
室
）

　

縄
文
の
時
代
か
ら
日
用
品
と
し
て
多
く
生
産
さ
れ
て

き
た
漆
器
類
。
漆
は
英
語
で
「japan

」
「Japanese 

lacquer

」
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
は
輸
出
が
盛
ん

と
な
り
、
日
本
を
代
表
す
る
美
術
工
芸
品
に
も
多
く
用

い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
中
心
に
、
中

世
に
繁
栄
し
た
紀
伊
根
来
寺
山
内
で
製
作
さ
れ
、
僧
侶

た
ち
が
日
常
品
や
仏
具
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
そ
の

名
の
由
来
と
さ
れ
る
、〝
用
の
美
〞
の
代
表
格
「
根
来
」

や
、
蒔
絵
、
沈
金
、
堆つ

い
し
つ漆

な
ど
の
技
法
を
用
い
た
、
美

と
技
が
冴
え
る
人
間
国
宝
の
作
品
ま
で
、
様
々
な
漆
芸

作
品
な
ど
37
点
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
賑
わ
い
の
江
戸
絵
画
」
（
第
２
展
示
室
）

　

江
戸
時
代
の
絵
画
は
、
狩
野
派
や
琳
派
は
も
と
よ
り
、

京
都
画
壇
の
活
躍
、
中
国
絵
画
に
影
響
を
受
け
た
南
画

や
通
好
み
の
書
画
の
流
布
、
さ
ら
に
は
浮
世
絵
の
登
場

に
よ
り
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
能
登
七
尾
に
生
ま
れ
、
桃
山
時
代
に
京

都
で
活
躍
し
た
長
谷
川
等
伯
の
流
れ
を
汲
む
長
谷
川
派

や
、
加
賀
ゆ
か
り
の
狩
野
派
の
作
品
に
、
肉
筆
浮
世
絵

な
ど
も
含
め
た
江
戸
絵
画
18
点
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆
「
陳
希
夷
睡
図
」
も
特

別
展
示
し
て
い
ま
す
。

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
七
尾
市
出
身
で
岐
阜

県
大
垣
市
を
拠
点
に
活
躍
し
た
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏

（
１
９
０
７
〜
８
７
）
が
生
前
に
蒐
集
し
た
美
術
工
芸

品
で
、
当
館
所
蔵
品
の
中
核
を
成
し
ま
す
。
ご
遺
族
に

よ
る
七
尾
市
へ
の
数
回
に
わ
た
る
ご
寄
附
に
よ
り
、
現

在
そ
の
点
数
は
２
８
９
点
に
及
ん
で
い
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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展覧会
情　報

中段上：「根来春日卓」（池田コレクション）／中段下：「夏之漁港」
木谷信熾／下段右：「秋山 句図」円山応挙（池田コレクション）／
下段左「紅葉に双鹿図」（部分）佐々木泉玄　個人蔵

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

様
々
な
漆
の
表
情

賑
わ
い
の
江
戸
絵
画

　

12
月
17
日（
土
）〜
令
和
5
年
２
月
12
日（
日
）　
【
開
催
中
】



「
愛
し
き
木
々
」
（
第
１
展
示
室
）

　

国
土
の
２
／
３
が
森
林
と
さ
れ
る
日
本
。
私
た
ち

に
と
っ
て
、
「
木
」
は
と
て
も
身
近
な
存
在
と
い
え

ま
す
。

　

桜
や
梅
、
紅
葉
と
い
っ
た
木
々
を
季
節
の
折
々
に

愛
で
た
り
、
由
緒
あ
る
木
を
「
御
神
木
」
と
し
て
大

切
に
守
っ
た
り
、
「
松
竹
梅
」
の
よ
う
に
、
樹
木
の

性
質
に
着
目
し
、
そ
こ
に
お
め
で
た
い
意
味
を
見
出

し
た
り
と
、
木
は
私
た
ち
の
生
活
を
彩
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
入
手
の
容
易
さ
や
豊
富
さ
、
そ

し
て
加
工
の
し
や
す
さ
か
ら
、
木
を
使
っ
て
住
居
や

家
具
と
い
っ
た
大
型
も
の
か
ら
、
器
や
箸
な
ど
の
日

用
品
ま
で
様
々
な
も
の
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
木
を
加
工
す
る
技
術
は
各
地
で
発

展
し
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
伝
統
工
芸
を
生
み
だ

し
ま
し
た
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
所
蔵
品
な
ど
か
ら
、
「
木
」
を
題

材
・
素
材
と
し
た
絵
画
や
木
工
芸
な
ど
約
20
点
を
紹

介
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
根
付
く
「
木
」
の
魅

力
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
の
あ
ゆ
み
」
（
第
２
展
示
室
）

　

七
尾
駅
前
に
笠
を
着
け
、
空
を
見
上
げ
る
銅
像
が

あ
り
ま
す
。
「
青
雲
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
像
が
、

七
尾
出
身
の
画
家
・
長
谷
川
等
伯
の
姿
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
の
方
は
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
の
銅
像
の
作
者
は
？
と
聞
か
れ
て
即
答
で
き

る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

作
者
の
名
前
は
田
中
太
郎
。
七
尾
出
身
の
彫
刻
家

で
す
。
田
中
は
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
に
生
ま
れ
、

尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
高

た
か
ば
た
け
み
ょ
う
う
ん

畠
明
雲
に
寺
院
建

築
の
装
飾
彫
刻
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
上
京
し
平ひ

ら

櫛く
し

田で
ん

中ち
ゅ
うに

師
事
し
、
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
「
烏
」

で
院
展
に
初
入
選
。
終
戦
後
は
七
尾
に
戻
り
制
作
に

専
念
し
、
以
降
院
展
を
中
心
に
活
躍
し
た
ほ
か
、
石い

し

井い

鶴つ
る

三ぞ
う

ら
と
法
隆
寺
金
堂
雲
斗
・
肘
雲
木
の
復
元
に

も
従
事
し
ま
し
た
。
同
33
年
に
は
千
葉
県
我
孫
子
市

に
移
転
し
、
院
展
彫
塑
部
解
散
後
は
粲
々
会
や
太
平

洋
美
術
会
に
舞
台
を
移
し
、
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

80
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
出
品
し
続
け
ま
し
た
。
そ
し

て
同
年
、
ご
遺
族
よ
り
１
１
７
点
が
当
館
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
（
そ
の
後
さ
ら
に
追
加
で
５
点
が
寄
附
）
。

そ
の
作
風
は
写
実
を
基
に
し
た
具
象
作
品
と
、
不
思

議
な
精
神
性
を
想
わ
せ
る
抽
象
作
品
に
大
別
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
過
去
２
回
、
そ
の
名
を
冠
し
た
展
覧
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
没
後
30
周
年

に
あ
た
る
年
で
す
。
そ
こ
で
、
当
館
所
蔵
の
作
品
か

ら
約
40
点
を
選
抜
、
改
め
て
氏
の
業
績
を
振
り
返
り
、

彫
刻
家
と
し
て
の
「
歩
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
で
ご
観
覧
の
方
先
着
１
０
０
名
様

に『
彫
刻
家
・
田
中
太
郎 

作
品
選
集
』を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
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愛
し
き
木
　々

彫
刻
家･

田
中
太
郎
の
あ
ゆ
み

　

令
和
５
年
2
月
25
日（
土
）〜
４
月
23
日（
日
）　

「蛍の光」田中太郎「Ｋ嬢像」田中太郎

「冬林」曲子光男

「波に千鳥・老松図衝立」
吉田一雋（池田コレクション）

「迦陵頻伽」田中太郎



２
０
２
２ 

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展  

開
催
報
告

　

11
月
８
日
（
火
）、
友
の
会
会
員
さ
ま
20
名
と

当
館
職
員
２
名
で
、「
鑑
賞
の
旅
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
行
先
は
鑑
賞
の
旅
で
は
初
訪
問
と
な
る「
石

川
県
立
図
書
館
」
と
「
国
立
工
芸
館
」
の
２
箇
所
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
石
川
県
内

の
バ
ス
旅
行
、
さ
ら
に
は
半
日
の
旅
行
と
な
り
、

募
集
前
は
人
が
集
ま
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

蓋
を
開
け
る
と
申
し
込
み
が
多
く
、
驚
き
ま
し
た
。

　

石
川
県
立
図
書
館
に
は
各
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕

掛
け
が
施
さ
れ
て
い
て
、
利
用
者
の
「
読
む
」「
学

ぶ
」
な
ど
を
刺
激
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
国
立
工
芸
館
で
は
「
ジ
ャ
ン
ル
レ
ス
工
芸

展
」
を
鑑
賞
。
諸
事
情
に
よ
り
、
鑑
賞
前
の
特
別

レ
ク
チ
ャ
ー
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
や
き
も
の
や
、
ま
る
で
立
体

彫
刻
の
よ
う
な
作
品
な
ど
、
そ
の
技
術
力
の
高
さ

と
「
工
芸
」
が
持
つ
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

雨
に
降
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
に
行

程
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

見
学
先
で
ご
配
慮

い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
ご
参
加
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
23
回

「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
報
告

　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
か
ら
12
月
11
日
（
日
）

ま
で
開
催
し
ま
し
た
「
２
０
２
２
イ
タ
リ
ア
・
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」、
今
年
も
無
事
に
39
日

間
の
会
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
会
期
中
は
計
４

０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
内
や
中
能
登
町
の
こ
ど
も
園
・
小
学
校

の
団
体
鑑
賞
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
お

気
に
入
り
の
絵
を
見
つ
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

初
日
に
は
３
年
ぶ
り
に
開
会
式
を
行
い
、
七
尾
中

学
校
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ

う
よ
！
」
で
は
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
独
創
性
に

目
を
見
張
り
ま
し
た
。「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
い
う
お
子
さ
ん
も
い
て
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
の
ま
り
ん
の
紙
芝
居
劇
場
」
と
「
お
は
な
し
劇
場
」

で
は
午
前
中
を
中
心
に
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
演
者
と
子
ど
も
た
ち
と
の
レ
ス
ポ
ン

ス
が
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
た
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
各
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

「
絵
本
の
会　

も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ま
、
野
間
成
之

さ
ま
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か
」
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
は
今
年
で
当
館

で
の
開
催
が
25
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
長

く
続
く
と
子
ど
も
の
頃
に
来
た
こ
と
の
あ
る
方
が

大
人
に
な
り
、自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て
来
た
と
い
っ

た
嬉
し
い
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
七

尾
と
い
う
決
し
て
大
き
く
な
い
街
で
、
こ
れ
だ
け
国

際
色
豊
か
な
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の

意
義
を
改
め
て
考
え
な
が
ら
、
長
く
愛
さ
れ
て
き
た

こ
の
展
覧
会
を
さ
ら
に
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

かんたん絵本を作ろうよ！

おなはし劇場

のまりんの紙芝居劇場
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お知らせ

新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。
現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込みください。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。

●入会手続き
受付開始…３月１日（水）から【年度会費1,000円】※１
受付場所…①当館受付カウンター　　②郵便振替　※２（郵便振替用紙をご利用ください）

※１　会員証は美術館だより第113号（春号・令和５年４月１日発行予定）と一緒にお送りします。
※２　郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別（更新･新規･元会員）･郵便番号・住所･電話番号･氏名》
　　　をご記入のうえ､会費を添えて最寄りの郵便局窓口へお出しください。払込手数料は申込者負担となります。
　　 　【郵便振替口座番号：００７１０－０－５０７９５　加入者名：石川県七尾美術館友の会】

●友の会特典
１ ｢美術館だより｣をお送りします。（年度内４回発行）
２ 当館及び石川県能登島ガラス美術館主催の展覧会の観覧料が割引になります。（会員本人と同伴者２名まで）
３ 相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ） 
４ 当館主催特別企画展の開会式･内覧会（一部除く）にご招待します。（無料） 
５ 販売グッズが割引になります。（一部除く） 
６ 喫茶室利用代金が10％割引になります。（10円未満切捨） 
７ 研修旅行や美術講座に参加できます。 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、特典の変更や中止となる場合があります。 
※一旦納入された会費はお返しできませんのでご了承ください。

令和５年度石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内

「根来湯桶」（池田コレクション）

貸
館
催
し
物
案
内

所
蔵
品
紹
介
「
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
の

あ
ゆ
み
」出
品
作
品
よ
り

◆
小
学
校
水
墨
画
作
品
展（
冬
の
部
）

　
〜
我
ら
等
伯
の
末
裔
な
り
〜

　
　

１
月
６
日（
金
）〜
１
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
ま
で

　

主　

催　

七
尾
市
教
育
委
員
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）５
０
９
０

◆
竹
本
由
起
子
・
山
田
小
津
紀
門
下
生

第
14
回
ピ
ア
ノ
発
表
会

　
　

３
月
21
日（
火･

祝
）　

開
演
は
13
時

　

主　

催　

竹
本
由
起
子
・
山
田
小
津
紀
門
下
生

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）７
１
７
２（
竹
本
）

「
母
子
群
像
」

田
中
太
郎　

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）

　

本
作
は
師
・
平
櫛
田
中
か
ら
与
え
ら
れ
た
原
木
を
使

い
、夫
人
と
孫
た
ち
を
モ
デ
ル
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。

師
の
期
待
に
応
え
ね
ば
と
い
う
思
い
、
そ
し
て
田
中
が

生
涯
を
と
お
し
て
向
け

て
き
た
家
族
へ
の
あ
た

た
か
な
眼
差
し
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
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表  紙

長
谷
川
等
伯
展

　

４
月
29
日（
土･

祝
）〜
５
月
28
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
中
無
休

　　
「
令
和
」
の
元
号
と
な
り
早
く
も
５
年
目
。
は
た

し
て
新
し
い
年
・
令
和
５
年
は
、
ど
の
よ
う
な
１
年

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

石
川
県
で
は
今
年
10
月
に
、
文
化
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ

ン
ト
「
第
38
回
国
民
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

題
し
て
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」。

す
で
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
「
花
盛
り
」
で
す
の
で
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

従
っ
て
今
年
は
、
こ
と
に
「
文
化
」
が
注
目
さ
れ

る
は
ず
。
そ
れ
だ
け
に
当
館
も
「
気
合
い
」
を
込
め

た
展
覧
会
や
企
画
を
、
い
っ
そ
う
「
気
を
ひ
き
し
め

て
」
臨
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
春
の
特
別
展
が
、
当
館
恒

例
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
す
。
平
成
８
年
よ
り
欠

か
さ
ず
開
催
し
続
け
た
同
展
も
、
今
回
で
28
回
目
を

迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

「宝塔絵曼荼羅図」
長谷川宗清 ( 道浄 ) 筆
氷見市・蓮乗寺蔵
氷見市指定文化財

「十六羅漢図」（部分）　長谷川信春 ( 等伯 ) 筆
七尾市・霊泉寺蔵　石川県指定文化財

「
松
竹
図
屏
風
」　

長
谷
川
等
伯
筆

　

当
館
蔵　

石
川
県
指
定
文
化
財

「
山
水
図
襖
」（
部
分
）　

長
谷
川
等
伯
筆

　

京
都
市
・
圓
徳
院
蔵　

重
要
文
化
財

※
こ
の
画
像
は
全
体
画
像
。

「蝦蟇仙人図」（部分）長谷川雪嶺筆
江戸時代中期（18世紀）制作　個人蔵

　本図は、腰に薬草を巻いた蝦蟇仙人を描く。仙人の特異な風貌
と、頭にしがみついた蝦蟇との対比がなんともユーモラスです。
画面左上部には「雪舟画家十三世長谷川法橋雪嶺筆」の落款が確
認されます。雪嶺は長谷川等伯４男の長谷川左近を師としてお
り、足を曲げたこのポーズは、等伯や左近も描いています。

　

今
回
は
、
左
記
３
テ
ー
マ
か
ら
な
る
計
27
点
の
展

示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
１
〝
能
登
の
長
谷
川
派
〞
…
等
伯
誕
生
時
、

能
登
国
七
尾
で
染
物
業
と
絵
仏
師
を
生
業
と
し
て
い

た
長
谷
川
家
。
本
テ
ー
マ
で
は
等
伯
を
含
む
、
能
登

ゆ
か
り
の
絵
師
４
名
の
仏
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
２
〝
等
伯
の
水
墨
画
〞
…
等
伯
は
「
松
林

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）を
筆
頭
に
、
水
墨

画
で
も
幾
多
の
名
作
を
描
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
若

年
期
よ
り
60
歳
頃
ま
で
の
水
墨
画
を
紹
介
。

　

テ
ー
マ
３
〝
等
伯
の
後
継
者
〞
…
「
長
谷
川
派
」

と
呼
ば
れ
る
一
門
の
絵
師
た
ち
は
、
等
伯
の
没
後
も

旺
盛
な
制
作
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
本
テ
ー
マ
で
は

彼
ら
の
多
彩
な
作
品
を
ご
披
露
し
ま
す
。

　

な
お
詳
細
は
次
号
の
「
美
術
館
だ
よ
り
」
で
紹
介

し
ま
す
の
で
、
こ
う
ご
期
待
。


